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ABSTRACT

　The　purpose　of　this　study　is　to　suggest　that　use　of　NEW　AGE　MUSIC（NAM）as　well　as　clas・

sical　music　to　activate　the　whole　brain　in　learning／teaching　English　has　beneficial　results．　In

this　paper，　the　results　of　an　experiment　focusing　on　the　effect　of　NAM　on　alpha　brain　waves　are

reported．　In　the　experiment，　the　length　and　intensity　of　alpha　brain　waves　were　measured　in　five

subjects　who　listened　to　NAM，　classical　music，　or　no　music　over　a　period　of　twenty　minutes．　The

mean　measurement　of　alpha　brain　waves（≧10μV）while　subjects　listened　to　32　selections　of

NAM，4classical　music　sessions，　or　no　music　at　all，　was　4’21”，3’55”，　and　1’09”respectively．

The　mean　maximum　voltage　in　each　condition　was　26．7μV，25．8μV，　and　16．2μV　respectively。

On　the　basis　of　the　measurement　of　alpha　brain　waves　in　this　experiment，　it　appears　that　we

should　make　use　of　NAM　as　well　as　classical　music　in　learning／teaching　English　to　activate　the

whole－brain．

1．序

　Naisbitt（1982）はメガトレンドのひとつとして「ハイテク・ハイタッチ」をあげている。

すなわち，「技術の高度化が進めば進むほど，人間は自然や人間らしさを望むようになる」と
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いうのである。この現象は日本でも既に随所で見られる。たとえば，オフィスのアメニティ1

（快適環境）に対する関心が高まり，音・自然・色彩に工夫をこらす企業が増えているZ現代

社会における技術の高度化に伴い，LLをはじめ英語学習環境もハイテク化が進んでいる。し

かし，教育現場のアメニティには関心すら払われていないのが現状のようである9本稿では，

NEW　AGE　MUSIC（以下，　NAM）が大脳に及ぼす影響に関する試験的な実験結果を報告し，

NAM低音BGMの有効性について考察したい。

2．研究対象＝NAM

　以下に，相倉（1988：945）からNAMの説明を引用する。「クラシック，ジャズ，ポップス，

民族音楽など，さまざまな分野の音楽の要素を持ち，確たるジャンルのなかった新傾向のイン

ストルメンタル・ミュージックの総称で，感性を刺激し，想像力をかきたてる，より積極的な

イージー・リスニング・ミュージックとして注目され始めた。米国における最大の支持層は，

かつてロックやポップスの洗礼を受けながらも，昨今のロックにはついて行けず，かといって

単なるイージー・リスニングでは物足りないといった30－45歳のヤッピーと呼ばれる世代で，

彼らの健康志向や自然回帰といった生活様式にも結びついている。」NAMに関する詳細は，

BOX（1987：11），甲斐（1987），水野（1987），竹村・（1987），渡辺（1988：194－204）を参照

されたい。

　本研究では，アメリカンライブラリー社が「スピリチュアル・ヒットUSA」’というシリー

ズ名で販売しているNAM　32曲（AM101A・B－AMI16A・B）を用いた。

3．指標＝α（アルファ）脳波（以下，α波）

　国際脳波学会は4種の脳波を規定している。それによれば，α波は8－14Hz（ヘルッ），つ

まり1秒間に8－14回振動する脳波である。何かに没頭している時，瞑想に入っている時，心

身ともに調和のとれている時などに，α波が測定される9

　貫（1988a：1，1988b：1）が，「ストレスを解消し，自己の能力を充分に発揮するには，

α波優勢の状態にもっていくのが望ましい。」と述べているように，α波は全脳活性化の指標

として用いられる。また，貫（1987：9，1988a：2，1988b：2，1988c）は，「α波産出量，

つまり生理学的反応と，心理的な安らぎの評定との対応の一致から，脳波は情動反応の指標と

して信頼性がある。」と結論づけている1

　α波学習は効果があるという報告として，浅川（1985，1989，1990，1991，1992，1993），

森田・吉田（1985：24），日本スリープ・マネジメント協会（1988：10），Robinson（1979），

週刊現代（1979），四條（1986）を参照のこと。
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4．仮 説

　本稿では，以下の仮説（1）をたてる。

（1）NAMは大脳をα波優勢の状態に導き，全脳を活性化させる。

5．実 験

5．1．被　験　者

　被験者は1987年度に20歳を迎えた女子短大英文学科生5名である。5名とも健常者で，瞑想

およびバイオフィードバック訓練の未経験者である。

5．2．実験期間

実験期間は1987年4月一12月である。

5．3．比較対象＝クラシック音楽

　クラシック音楽，特にバロック音楽がα波を導きやすいということは，すでに数々の文献で

報告されている。泉山（1980），水野（1987），清水（1983），志賀（1985，1987a，1987　b），

渡辺（1986，1988）を参照されたい。本研究では，以下の4種を用いた9

Session　1＝Vivaldi：The　Four　Seasons，　Concerto　No．3，　Concerto　No．4．

Session　2＝Mozart：Symphony　No．40．

Session　3＝Bach：　　The　Goldberg　Variations、

　　　　十Mozart：Concerto　for　Piano　and　Orchestra　No．23

Session　4＝Mozart：Concerto　for　Piano　and　Orchestra　No．23

　　　　十Crusell：Concerto　No．2．

5．4．使用機器

　使用機器は1986年当時，．　SSI脳力活性研究所が販売していた，エフティ技研製・バイオフィー

ドバック装置アルファータFM－212A乙α波感応周波数は，8－12Hzである。数値表示板

は，μV表示の時，α波の出力を絶対値で表示する。TIME表示の時は，α波の出力レベルが

閾値以上になっている時間を9分59秒まで積算する。

5．5．反応測定
被験者を半防音半暗室内で椅子に座らせ，覚醒状態で脳波を測定した2不関電極を左耳朶
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（Al）とし，前頭極（Fpl，　Fp2）よりα波を双極導出した9閾値は10μVに設定した。イヤホー

ンを通して両耳で低音BGMを聞かせながら，閉眼安静状態で20分間脳波を測定し，20分中の

累積α波出現時間およびα波最大電力を記録した50

5．6．実験結果

実験結果の詳細については，表1・2を参照されたい。

5．6．1．20分中の累積α波出現時間（被験者5人の平均値）

NAM（32曲の平均値）　　　　　　　　：4分21秒

クラシック音楽（4セッションの平均値）：3分55秒

開眼BGMなし　　　　　　　　　　　：1分09秒

5．6．2．20分中のα波最大電圧（被験者5人の平均値）

NAM（32曲の平均値）　　　　　　　　：26．7μV

クラシック音楽（4セッションの平均値）：25．8μV

開眼BGMなし　　　　　　　　　　　　：16．2μV

6．結 語

　第5章で見たように仮説（1）を支持する傾向の結果が出た。NAMやクラシック音楽の低音

BGMを「授業中」流すことが有効かどうかは，今後の研究を待たねばならない。しかし，授

業に入る前に生徒が閉眼安静状態で，NAMを聞きながら心を落ち着かせ，肯定的な自己暗示

を行えば，左右両脳のバランスが良くなり，全脳活性化につながるであろう。外国学学習にお

いて究極の方法など存在しないのであるから，より良い方法を模索する態度が教師には必要で

ある。少なくとも，サジェストペディアにおけるクラシック音楽と同様に，NAMがプラシー

ボ（偽薬）効果・ピグマリオン（肯定的期待の）効果・ホーソン効果などの心理的効果を引き

出す手段になるのではないだろうかli

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

＊　本稿は，語学ラボラトリー学会（LLA）第28回全国研究大会（1988年7月31日）において口頭発表し

たものを加筆訂正したものである。被験者として実験に協力して頂いた学生各位に格別の謝意を表したい。

原稿の段階で，貴重な助言を頂いた貫行子先生（筑波大学），語学ラボラトリー学会（LLA）中部支部役

員の先生方に心から御礼を申し上げたい。

1　アメニティについては，木原・伊東（1989：841－842）を参照されたい。

2　日本経済新聞1988年2月11日朝刊第10面「オフィスをオアシスに」参照。

一74一



全脳活性化をめざした英語学習環境のアメニティ化に関する予備的研究　75

3　1986年5月にオープンした川崎市総合教育センターには，アメニティがあるようだ。（日本教育工学

　　協会（1988：3）参照。）産業能率短期大学のサジェストペディア教室にもアメニティがある。（萱岐

　　（1985）参照。）また，サジェストペディア，スーパー・ラーニング，Self－Access　Pair　Learning（SAPL

　　＝MEDIATEC）といった教授法においては，アメニティに対する配慮がある。さらに，超越瞑想（TM）

　　やシルパ・マインド・コントロール（SMC）といった科学的瞑想法が静かなブームであることも人々

　　がアメニティを求めていることの現れであろう。サジェストペディアについては，Lozanov（1978），

　　Prichard＆Taylor（1980），　Schuster＆Gritton（1985），清水（1983），萱岐（1985）を，　SAPLにつ

　　いては，Morimoto（1987），　Pendergast（1987）を参照されたい。サジェストペディア，スーパー・ラー

　　ニング，TM，　SMCの概略・参考文献を知りたい方は，拙稿，福地（1986）を参照されたい。なお，

　　全脳活性化をめざした英語学習環境のアメニティ化に関する具体的な提案については，拙稿，大野

　　（1988）を参照されたい。

4　志賀（1985：32－33），樺（1987：14－18）を参照。Kamiya（1968，1969），中村（1984：37）：柿木・

　　他（1985：173）も参照されたい。

5　Doyle　et　al．（1974），柏原（1977，1987：4），宮下・黒岩（1986）も参照されたい。

6　全脳活性化に効果的なクラシック音楽については，渡辺（1986：113－116，174－196）及び，渡辺（1988

　　：133－144，172－179，186－187）を参照されたい。

7　筆者が使用したFM－212AはSSIが販売しているSSPSプログラムの一部である。ステップ1・2・

　　3，それぞれの閾値は，10μV，20μV，30μV。エフティ商事，アルファプロモーションが販売して

　　いるFM－212Aだけの場合，ステップ1・2・3の閾値は，それぞれ7．5μV，15μV，30μVである。

8　大神・藤沢（1975）を参照。

9　なぜα波を前頭葉で検出した方が良いかについては，エフティ技研（1986：12），樺（1987：18）を

　　参照されたい。なお，藤永・他（1981：670－676）も参照のこと。

10柿木・他（1985：174）は，「α波出現量がいくら増加しても，それが継続的なものでなければその効

　　果を肯定できない。」と報告している。

11　プラシーボ効果については，清水（1983：45－46），樺（1987：159－160），幸保（1988：293）を，

　　ピグマリオン効果については，清水（1983：54－58），樺（1987：163－165），外山（1986：149）を，

　　ホーソン効果については，清水（1983：58－62）を参照されたい。
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78．全脳活性化をめざした英語学習環境のアメニティ化に関する予備的研究

　　　　　　　　　　　　　　表1　20分中の累積α波出現時間（閾値10μV）

　　被験者
aGM

A B C D E 被験着5人の

@平均

AM101A 0分04秒 3分37秒 2分22秒 5分35秒 0分43秒 2分28秒

AM101B 0分13秒 1分55秒 3分11秒 6分27秒 0分04秒 2分22秒

AM102A 0分02砂 1分33秒 9分44秒 10分27秒 0分16秒 4分24砂

AM102B 0分04秒 5分33秒 3分20秒 12分20秒 0分05秒 4分16秒

AM103A 1分33秒 3分26秒 10分00秒 14分43秒 0分02秒 5分57秒

AM103B 0分11秒 3分37秒 3分07秒 12分26秒 0分12砂 3分55秒

AM104A 0分16秒 3分13秒 6分03秒 10分52秒 0分05秒 4分06秒

AMlO4B 0分21秒 1分26秒 3分48秒 12分34秒 0分03秒 3分38秒

AMIO5A 0分17秒 3分53秒 9分54秒 8分45秒 0分04秒 4分35秒

AM105B 0分05秒 1分38秒 7分48秒 6分32秒 0分02秒 3分13秒

AM106A 0分08秒 1分29秒 8分51秒 11分19秒 2分24秒 4分50秒

AM106B 0分02砂 2分58秒 7分37秒 7分41秒 0分02秒 3分40秒

AM107A 0分02秒 4分05秒 7分25秒 7分55秒 0分44秒 4分02秒

AMlO7B 0分03秒 2分46秒 10分22秒 7分59砂 0分03秒 4分15秒

AMIO8A 0分11砂 3分49秒 10分13秒 4分07秒 1分28秒 3分58秒

AM108B 0分27秒 2分29秒 14分48秒 8分03秒 0分12秒 5分12秒

AMIOgA O分54秒 2分06秒 5分34秒 16分54秒 1分14秒 ’　5分20秒

AM109B 8分46秒 3分19秒 15分21秒 5分14秒 1分00秒 6分44秒

AM110A 0分26秒 2分25秒 9分52秒 6分27秒 0分07秒 3分51秒

AM110B 0分00秒 5分54秒 8分00秒 7分02秒 1分07秒 4分25秒

AMIlIA 0分00秒 3分47秒 11分37秒 8分32秒 0分03秒 4分48秒

AM111B 0分01秒 1分54秒 11分11秒 5分43秒 0分06秒 3分47秒

AMll2A 0分01秒 2分23秒 9分18秒 11分53秒 0分07秒 4分44秒

AMIl2B 0分00秒 2分30砂 11分46秒 13分24秒 0分02砂 5分32秒

AM113A 0分06秒 1分44秒 7分44秒 3分15秒 1分38秒 2分53秒

AM113B 0分03秒 2分00秒 8分46秒 6分28秒 0分17秒 3分31秒

AMl14A 0分35秒 3分51秒 11分12秒 5分35秒 0分04秒 4分15秒

AM114B 0分05秒 7分03秒 9分13秒 5分15秒 0分03秒 4分20秒

AM115A 0分07秒 6分36秒 7分28秒 3分33秒 0分04秒 3分34秒

AM115B 0分06秒 6分32秒 9分29秒 2分26秒 0分03秒 3分43秒

AM116A 0分08秒 13分59秒 13分16秒 8分10秒 3分02秒 7分43秒

AM116B 0分06秒 4分51秒 7分49秒 10分43秒 1分57秒 5分05秒

Se3310n　1 0分04秒 3分37秒 3分52秒 6分20秒 0分05秒 2分48秒

Se3310n　2 0分13秒 5分30秒 7分59秒 3分54秒 b分13秒 3分34秒

Se3510n　3 0分07秒 4分32秒 11分14秒 9分27秒 0分06秒 5分05秒

Sesslon　4 0分08秒 3分19秒 14分31秒 3分01秒 0分11秒 4分同秒
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　表2　20分中のα波最大電圧（閾値10μV）

BGM
被験音

AMlOIA

AM101B

AMIO2A

AM102B

AM103A

AM103B

AM104A

AM104B

AM105A

AM105B

AM106A

AM106B

AM107A

AM107B

AM108A

AM108B

AMlO9A
AMio9B

AM110A

AM110B

AMIllA

AM111B

AM112A

AM112B

AMI13A

AM113B

AMI14A

AM114B

AMl15A

AM115B

AM116A

AM116B

－一Sesslon　1
Sesslon　2

Sesslon　3

Session　4

A

12μV

16μV

13μV

26μV

84μV

15μV

17μV

28μV

23μV

16μV

34μV

12μV

18μV

13μV

16μV

22μV

22μV

36μV

16μV

12μV

11μV

12μV

38μV

11μV

12μV

14μV

23μV

15μV

15μV

17μV

15μV

25μV

31μV

16μV

13μV

19μV

B

25μV

25μV

24μV

25μV

2111　V

3111　V．

26μV

24μV

27μV

23μV

35μV

28μV

27μV

25μV

26μV

23μV

37μV

31μV

22μV

34μV

28μV

19μV

50μV

26μv

22μV

24μV

25μV

30μV

40μV

31μV

27μV

25μV

22μV

22μV

32μV

21μV

C

28μV

27μV

26μV

29μV

30μV

27μV

36μV

27μV

31μV

28μV

40μV

33μV

36μV

44μV

25μV

47μV

38μV

31μV

24μV

29μV

42μV

27μV

29μV

40μV

35μV

31μV

26μV

33μV

36μV

32μV

30μV

29μV

23μV

22μV

27μV

25μV

D

35μV

27μV

30μV

26μV

34μV

29μV

32μV

30μV

27μV

30μV

35μV

33μV

26μV

37μV

25μV

31μV

28μV

30μV

34μV

30μV

34μV

26μV

27μV

30μV

31Pt　V

35μV

26μV

35μV

39μV

46μV

43μV

76μV

33μV

30μV

48μV

49μV

E

22μV

19μV

16μV

17μV

11μV

17μV

19μV

13μV

16μV

15μV

24μV

11μV

19μV

21μV

27μV

23μV

33μV

28μV

17μV

27μV

2．6μV

17μV

26μV

14μV

20μV

24μV

16μV

19μV

20μV

14μV

30μV

23μV

一一　　13μV
21μV

24μV

24μV

敏験・者S人の

　　平均

24．4μV

22．8μV

21．8μV

24．6μV

36．0μV

23．8JtV

26．0μV

24．4μV

24．8μV

22．4μV

33．6μV

23．4μV

25．2μV

28．0μV

23．8μV

29．2μV

31．6μV

31．2μV

22．6μV

26．4JtV

28．2μV

20．2μV

34．OμV

24．2μV

24．0μV

25．6μV

23．2μV

26、4μV

30．0μV

28．OllV

29．0μV

35．6μV

24．4μV

22．2μ，V

28．8μV

27．6μV
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